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９
月
号
で
は
航
空
自
衛
隊
の
職

務
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
月
号
で
は
、
海
上
自
衛
隊
を
紹

介
し
ま
す
。
海
上
自
衛
隊
は
、
わ

が
国
の
生
存
に
不
可
欠
な
海
洋
の

自
由
で
安
全
な
利
用
を
守
る
た
め

日
々
警
戒
監
視
や
訓
練
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
活
躍
す
る
場

は
海
の
上
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

飛
行
任
務
を
担
い
空
で
活
躍
す
る

者
、
陸
か
ら
隊
員
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
者
と
、
多
様
な
ス
テ
ー
ジ

が
あ
る
海
上
自
衛
隊
に
つ
い
て
、

山
梨
県
出
身
隊
員
の
声
に
よ
り
紹

介
し
ま
す
。

１

大
湊
シ
ス
テ
ム
通
信
隊運

用
科

３
等
海
曹

園
部

大
輔

（
山
梨
学
院
大
学
卒
）

私
は
平
成
27
年
に
入
隊
し
、
約

６
年
が
経
過
し
艦
艇
勤
務
を
経
て

現
在
は
大
湊
シ
ス
テ
ム
通
信
隊
に

勤
務
し
て
い
ま
す
。
職
種
は
通
信

に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
従
事
し
た
任
務
は
、
艦

艇
で
は
日
本
周
辺
海
域
の
警
戒
監

視
行
動
や
観
艦
式
、
米
軍
と
の
合

同
訓
練
等
の
国
家
行
事
で
す
。
陸

上
勤
務
で
は
、
大
湊
周
辺
地
域
の

通
信
回
線
調
査
や
市
役
所
で
の
災

害
派
遣
時
通
信
確
保
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

部
隊
の
特
徴
と
し
て
艦
艇
部
隊

は
、
直
接
的
に
国
防
に
か
か
わ
る

任
務
が
多
く
海
上
自
衛
隊
の
花
形

と
も
い
え
る
部
隊
に
な
り
ま
す
。

陸
上
部
隊
は
、
艦
艇
部
隊
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
部
隊
に
な
る
の
で
裏
方

の
任
務
行
動
が
多
く
み
ら
れ
ま
す

が
、
地
区
で
の
災
害
派
遣
活
動
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

艦
艇
部
隊
の
通
常
業
務
は
、
艦

艇
を
常
に
出
港
で
き
る
よ
う
に
維

持
す
る
こ
と
で
す
。
突
発
的
な
任

務
行
動
も
多
い
こ
と
か
ら
当
直
員

だ
け
で
出
港
ま
で
の
準
備
を
整
え

ら
れ
る
よ
う
業
務
を
こ
な
し
て
い

ま
す
。
私
が
所
属
し
て
い
る
陸
上

部
隊
の
通
常
業
務
は
、
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
業
務
で
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
や

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
疑
問
の
解
消

や
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
は
、
国
防
へ
直
接
貢
献

で
き
る
数
少
な
い
職
場
で
す
。
災

害
派
遣
や
国
際
緊
急
援
助
活
動
な

ど
一
般
企
業
で
は
行
う
こ
と
の
な

い
様
々
な
経
験
や
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

２

砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」

第
３
分
隊

電
機
員

３
等
海
曹

中
越

ま
り
あ

（
日
本
航
空
高
校
卒
）

現
在
乗
艦
中
で
あ
る
「
し
ら
せ
」

は
海
上
自
衛
隊
で
唯
一
の
砕
氷
艦

で
あ
り
、
世
界
的
に
最
高
レ
ベ
ル

の
砕
氷
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。

「
し
ら
せ
」
の
主
な
任
務
は
、

物
資
や
観
測
隊
員
の
輸
送
、
海
洋

観
測
等
の
支
援
で
す
。
海
上
自
衛

隊
は
昭
和
40
年
以
降
、
南
極
地
域

観
測
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

私
の
専
門
職
種
は
電
機
員
で
す
。

日
々
の
主
な
業
務
は
、
各
種
機
器

の
運
転
監
視
で
す
。
代
表
的
な
も

の
は
、
「
し
ら
せ
」
の
動
力
源
で

あ
る
発
電
機
や
エ
ン
ジ
ン
な
ど
で

す
。
私
は
、
こ
れ
ら
の
機
器
の
不

具
合
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、

日
々
の
監
視
や
整
備
、
点
検
を
怠

る
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
し
ら
せ
」
の
ク
レ
ー

ン
操
縦
士
と
し
て
も
働
い
て
お
り
、

国
内
外
や
南
極
に
お
い
て
物
資
の

揚
げ
卸
し
を
実
施
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
「
第
61
次
南
極
地

域
観
測
協
力
行
動
」
に
従
事
し
、

令
和
元
年
11
月
12
日
に
東
京
港
晴

海
ふ
頭
か
ら
昭
和
基
地
に
向
け
日

本
を
出
国
、
南
極
の
昭
和
基
地
へ

の
物
資
輸
送
や
海
洋
観
測
支
援
等

を
実
施
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。

私
が
一
番
仕
事
に
や
り
が
い
を

感
じ
る
瞬
間
と
い
え
ば
、
電
機
員

と
し
て
機
器
の
不
具
合
を
検
知
し
、

そ
の
不
具
合
を
速
や
か
に
修
理
・

復
旧
し
て
、
艦
の
任
務
遂
行
に
貢

献
で
き
た
時
で
す
。
こ
の
た
め
私

は
、
日
々
、
電
機
員
と
し
て
知
識

技
能
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

私
は
、
平
成
23
年
４
月
に
入
隊

し
て
以
降
、
護
衛
艦
を
含
む
４
隻

の
艦
艇
に
乗
艦
し
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
勤
務
地
に
お
い
て
、
た
く

さ
ん
の
同
期
や
上
司
、
先
輩
、
後

輩
に
支
え
ら
れ
て
ど
の
勤
務
地
で

も
充
実
し
た
勤
務
が
で
き
て
い
る

と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ

て
自
衛
隊
の
一
番
の
魅
力
は
、
辛

い
こ
と
も
楽
し
い
こ
と
も
共
有
で

き
る
職
場
の
仲
間
に
出
会
え
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

秋
季
の
自
衛
官
等
採
用
試
験
も
終
盤
に
差

し
掛
か
り
ま
し
た
が
、
各
会
場
で
は
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
手
指
の
消
毒
等
に
加
え
、
11
月

15
日
（
水
）
か
ら
は
、
新
た
に
加
湿
器
の
使

用
を
開
始
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
策
に
万
全
を
期
し
て
試
験
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

１

防
衛
医
科
大
学
校医学

科
試
験
（
１
次
）

10
月
24
日
（
土
）
及
び
25
日
（
日
）
の
２

日
間
、
甲
府
市
の
甲
府
合
同
庁
舎
に
お
い
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
に
は
、
難
解
な
読

解
力
を
問
わ
れ
る
英
語
の
試
験
対
策
の
た
め
、

休
憩
時
間
中
に
参
考
書
を
開
き
最
後
ま
で
対

策
を
行
う
受
験
者
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
試
験

に
臨
む
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

２

防
衛
大
学
校

一
般
試
験
（
１
次
）

11
月
７
日
（
土
）
及
び
８
日
（
日
）
に
甲

府
合
同
庁
舎
及
び
都
留
文
科
大
学
に
お
い
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
試
験
は
、
人
文
・
社
会

学
専
攻
と
理
工
学
専
攻
の
区
分
で
実
施
さ
れ
、

合
計
で
１
０
０
名
を
超
す
方
が
各
会
場
で
試

験
に
臨
み
ま
し
た
。
試
験
は
英
語
以
外
に
人

文
・
社
会
学
専
攻
が
国
語
、
社
会
、
理
工
学

専
攻
が
数
学
、
理
科
の
各
科
目
と
小
論
文
が

課
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
受
験
者
は
最
後
ま
で

集
中
し
て
試
験
に
臨
み
ま
し
た
。
ま
た
、
都

留
文
科
大
学
で
は
、
過
去
に
大
月
地
域
事
務

所
か
ら
入
隊
し
た
隊
員
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
受
験
者

の
中
に
は
、
紹
介
さ
れ
た
既
に
入
隊
・
入
校

し
た
先
輩
を
思
い
出
し
た
り
、
自
分
も
将
来

の
自
衛
隊
員
に
な
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

し
て
い
る
人
も
お
り
、
合
格
発
表
が
待
ち
遠

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

３

第
５
回
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

11
月
15
日
（
日
）
北
富
士
駐
屯
地
に
お
い

て
実
施
さ
れ
、
高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
、

７
名
が
受
験
し
ま
し
た
。
受
験
者
は
少
数
で

し
た
が
、
皆
さ
ん
入
隊
へ
の
熱
意
に
溢
れ
、

口
述
試
験
で
は
「
以
前
の
仕
事
で
培
っ
た
体

力
を
自
衛
隊
で
も
活
か
し
た
い
」
「
災
害
発

生
時
に
国
民
を
守
り
た
い
と
考
え
陸
上
自
衛

隊
を
志
願
し
た
」
な
ど
自
己
Ｐ
Ｒ
や
志
望
動

機
を
力
強
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

自
衛
官
等
採
用
試
験
は
、
現
在
、
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）
及
び
技

術
貸
費
学
生
が
受
付
中
で
す
。
採
用
に
関
す

る
ご
案
内
は
、
随
時
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
山
梨
地
本
の
Ｈ
Ｐ
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
等
採
用
試
験
は
現
在
、
左
記
の

種
目
を
受
付
て
い
ま
す
。
こ
の
内
、
陸
上

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
（
一
般
：
１
次
試

験
）
の
試
験
は
甲
府
市
で
受
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

採
用
試
験
に
関
す
る
お
問
合
せ
等
は
、
随

時
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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家族会南関東協議会開催

予
備
自
衛
官
５
日
間
訓
練

山
梨
地
本
は
、
10
月
28
日

（
水
）
及
び
29
日
（
木
）
の

２
日
間
、
自
衛
隊
家
族
会
南

関
東
地
域
協
議
会
（
会
長

高
橋
亨
氏
）
が
開
催
し
た
定

例
会
議
等
を
支
援
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
甲
府
合
同
庁

舎
に
お
い
て
、
定
例
会
議
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
南
関
東

地
域
協
議
会
に
属
す
る
１
都

６
県
の
家
族
会
会
長
、
同
事

務
局
長
及
び
各
地
本
長
が
出

席
し
、
「
お
や
ば
と
３
種
郵

便
化
」
「
自
立
し
た
家
族
会

に
つ
い
て
」
に
関
す
る
意
見

交
換
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
休
憩
後
に
は
、
北

富
士
駐
屯
地
司
令
大
塚
１
佐

か
ら
、
最
近
の
安
全
保
障
環

境
を
踏
ま
え
た
第
１
特
科
隊

の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
の

防
衛
講
話
が
実
施
さ
れ
、
安

全
保
障
環
境
・
作
戦
環
境
の

変
化
や
脅
威
に
対
す
る
自
衛

隊
の
対
応
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
る
と
と
も
に
、
終
了
後

に
は
様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
北
富
士
駐
屯

地
に
お
い
て
、
部
隊
見
学
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
概
要
説
明
、
装
備
品
説

明
を
受
け
た
後
、
第
１
特
科

隊
に
よ
る
訓
練
展
示
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
員
の
方
々
は
、

間
近
で
実
施
さ
れ
る
空
包
の

発
射
に
目
を
見
張
る
と
と
も

に
全
国
唯
一
の
礼
砲
実
施
部

隊
で
あ
る
部
隊
の
隊
員
の
活

躍
ぶ
り
に
胸
を
揺
さ
ぶ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
隊
員
食
堂
で

の
体
験
喫
食
を
は
さ
み
、
午

後
は
、
施
設
等
を
見
学
し
、

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

山
梨
地
本
で
は
、
引
き
続

き
家
族
会
の
着
実
な
充
実
・

発
展
に
積
極
的
に
寄
与
し
て

い
き
ま
す
。

山
梨
地
本
は
11
月
1
日
（
日
）
、
陸
上

自
衛
隊
武
山
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
予
備

自
衛
官
補
教
育
訓
練
修
了
式
に
参
加
し
、

３
名
の
山
梨
県
出
身
者
に
対
し
教
育
訓
練

修
了
を
祝
う
と
共
に
、
じ
後
の
予
備
自
衛

官
と
し
て
の
活
躍
を
祈
念
し
予
備
自
衛
官

採
用
の
辞
令
書
を
手
交
し
ま
し
た
。

予
備
自
衛
官
に
つ
い
て
は
、
自
衛
官
と

し
て
１
年
以
上
勤
務
し
た
者
（
自
衛
官
候

補
生
の
期
間
を
含
む
）
が
、
採
用
時
に
退

職
時
の
階
級
を
指
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、

予
備
自
衛
官
補
は
主
と
し
て
自
衛
官
未
経

験
者
が
採
用
さ
れ
、
一
般
は
３
年
間
で
50

日
間
、
技
能
は
２
年
間
で
10
日
間
の
教
育

訓
練
を
経
た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任

用
さ
れ
る
制
度
で
あ
り
、
教
育
訓
練
の
す

べ
て
を
修
了
す
る
と
予
備
自
衛
官
に
任
用

さ
れ
階
級
が
指
定
さ
れ
る
も
の
で
、
平
成

13
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
教
育
訓

練
修
了
式
で
は
第
１
１
７
教
育
大
隊
長
か

ら
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、
地
本
援

護
課
長
か
ら
一
人
一
人
に
「
予
備
自
衛
官

に
採
用
す
る

２
等
陸
士
の
階
級
を
指
定

す
る
」
の
本
部
長
名
の
辞
令
書
が
手
交
さ

れ
、
受
け
取
っ
た
３
名
は
予
備
自
衛
官
と

し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
学
生
、
あ
る
い
は
社
会
人
と

し
て
、
併
せ
て
予
備
自
衛
官
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
山
梨
地
本
で
は
安
心
し
て
招
集
訓
練

に
出
頭
で
き
る
よ
う
、
出
頭
環
境
の
整
備

等
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

予備自衛官補教育訓練を見事修了

山
梨
地
本
は
10
月
30
日
（
金
）

か
ら
11
月
３
日
（
火
）
ま
で
の
間
、

第
１
特
科
隊
第
３
中
隊
（
北
富
士

駐
屯
地
）
が
担
任
・
実
施
し
た
令

和
２
年
度
第
４
回
予
備
自
衛
官
五

日
間
訓
練
に
、
予
備
自
衛
官
五
十

名
を
招
集
し
ま
し
た
。

訓
練
初
日
、
出
頭
し
た
予
備
自

衛
官
は
健
康
診
断
を
受
け
た
後
、

訓
練
開
始
式
に
臨
み
、
第
１
特
科

隊
第
１
中
隊
長
に
対
し
て
訓
練
開

始
申
告
を
実
施
し
ま
し
た
。
申
告

終
了
後
は
第
１
特
科
隊
副
隊
長
の

精
神
教
育
を
受
け
、
翌
日
に
実
施

さ
れ
る
小
火
器
射
撃
に
備
え
、
射

撃
予
習
を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目

の
訓
練
は
、
秋
晴
れ
の
下
、
屋
外

射
撃
場
で
の
射
撃
と
な
り
ま
し
た

が
前
日
の
射
撃
予
習
の
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
、
全
員
優
秀
な
成

績
で
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

午
後
に
は
、
職
務
訓
練
と
し
て
挌

闘
を
行
い
関
節
技
の
練
度
向
上
に

励
み
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
Ｆ
Ｈ
ー
70
に
よ
る

操
砲
訓
練
後
、
山
梨
地
方
協
力
本

部
長
か
ら
、
上
限
ま
で
任
期
を
全

う
し
た
予
備
自
衛
官
に
対
し
顕
彰

状
の
授
与
及
び
、
永
年
勤
続
者
に

対
す
る
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
、

併
せ
て
隊
友
会
か
ら
は
、
勤
続
記

念
き
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
し
た
隊
員
か
ら
は
、
「
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
今
後
も
訓

練
に
励
み
、
い
ざ
と
言
う
時
に
国

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
予
備
自
衛
官

を
目
指
し
ま
す
。
」
と
の
頼
も
し

い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

４
日
目
以
降
は
、
野
外
に
お
い

て
特
殊
武
器
防
護
訓
練
や
、
敵
と

味
方
に
別
れ
陣
地
に
お
け
る
対
敵

行
動
を
演
練
し
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
、
今
後
も
予
備
自
衛

官
及
び
招
集
訓
練
部
隊
と
の
綿
密

な
連
絡
・
調
整
を
行
い
、
安
心
し

て
訓
練
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
環

境
を
整
え
、
訓
練
参
加
率
の
向
上

に
努
め
、
併
せ
て
即
応
予
備
自
衛

官
の
募
集
広
報
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
山
梨
県
自
衛
隊
殉
職
隊
員

追
悼
式
が
11
月
6
日
（
金
）
北
富
士
駐
屯

地
に
お
い
て
、
北
富
士
駐
屯
地
司
令
大
塚

１
佐
を
執
行
者
と
し
て
、
厳
粛
か
つ
し
め

や
か
に
執
り
行
わ
れ
、
山
梨
地
本
は
、
共

催
機
関
と
し
て
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
式
典
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
に
会
場

を
屋
外
の
駐
屯
地
慰
霊
碑
前
に
変
更
し
て

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
殉
職

隊
員
の
ご
遺
族
の
ほ
か
、
駐
屯
地
各
部
隊

長
等
が
参
列
し
、
殉
職
さ
れ
た
10
柱
の
御

霊
に
対
し
、
心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
参
列
さ
れ
た
５
名
の
ご
遺

族
の
方
々
を
お
慰
め
し
ま
し
た
。

式
で
は
「
追
悼
の
譜

国
の
鎮
め
」
の

流
れ
る
中
、
拝
礼
が
行
わ
れ
、
執
行
者
で

あ
る
北
富
士
駐
屯
地
司
令
、
共
催
者
山
梨

地
本
長
の
追
悼
の
辞
の
後
、
「
慰
安
す
る
」

の
流
れ
る
中
、
献
花
が
実
施
さ
れ
、
参
加

者
の
新
た
な
涙
を
誘
っ
て
お
り
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
引
き
続
き
ご
遺
族
と
の
懇

談
を
行
い
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
相
互
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

山
梨
地
本
は
、
今
後
と
も
ご
遺
族
の
方
々

に
対
し
て
、
よ
り
良
い
サ
ポ
ー
ト
が
出
来

る
よ
う
、
努
め
て
参
り
ま
す
。

令和２年度山梨県自衛隊殉職隊員追悼式


